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工
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微分積分学Ⅰ 2 1 ○ 4 ●

微分積分学Ⅱ 2 1 ○ 4 ●

微分積分学Ⅲ 2 1 ○ 4 ●

線形代数学Ⅰ 2 1 ○ 4 ●

線形代数学Ⅱ 2 1 ○ 　 4 ●

確率 1 2 ○ 2 ●

統計 1 2 ○ 2 ●

応用数学A 2 2 ○ 4 ●

応用数学B 2 2 ○ 4 ●

応用数学C 2 1 ○ 4 ●

基礎物理A 2 1 ○ ○ ●

基礎物理B 2 2 ○ ○ ●

基礎物理C 2 1･2･3･4 ○ ○

基礎物理D 2 2 ○ 4 ○ ●

基礎化学 2 3 ○ ●

生命科学 2 3 ○ ●

基礎実験 1 1 ○ 4 4 ● ●

情報科学概論 2 1 ○ 4

技術英語Ⅰ 1 2 　 ○ ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○ 4 ○

技術英語Ⅲ 1 3 　 ○ ○

技術英語Ⅳ 1 4 ○

創成プロジェクト 1 1･2･3･4 　 　 ○ ●

創成プロジェクト実践Ⅰ 1 2･3･4 　 　 ○

創成プロジェクト実践Ⅱ 1 3･4 　 　 ○

工学倫理 1 3 ○ 2 ● ●

安全工学 1 3 ○ 2 ●

経営管理 2 4 ○ 4

産業経済学 2 4 ○ 4

プレゼンテーション技法 0.5 2 ○ 2

思考法演習 0.5 2 ○ 2

電気回路Ⅰ 2 1 ○ 4 ○ ● ● ●

電気回路Ⅱ 2 1 ○ 4 ○ ● ● ●

電気回路Ⅲ 2 2 ○ 4 ○ ● ● ●

電気磁気学Ⅰ 2 1 ○ 4 ○ ● ● ●

電気磁気学Ⅱ 2 2 ○ 4 ○ ● ● ●

電気磁気学Ⅲ 2 2 ○ 4 ○ ● ● ●

電気電子計測 2 3 ○ 4 ○ ● ● ● ●

プログラミング演習Ⅰ 0.5 2 ○ 2

プログラミング演習Ⅱ 0.5 2 ○ 2

数値解析アルゴリズムⅠ 0.5 2 ○ 2

数値解析アルゴリズムⅡ 0.5 2 ○ 2

電気電子工学実験Ⅰ 1 2 ○ ○ ● ●

電気電子工学実験Ⅱ 1 2 ○ ○ ● ●

電気電子工学応用実験 1 3 ○ ○ ● ●

プロジェクト実験 2 3 ○ ○ ● ●

ディジタル信号処理 2 3 ○ 4 ◎

電気エネルギー工学Ⅰ 2 2 ○ 4 ○ ●

電気エネルギー工学Ⅱ 2 3 ○ 4 ○ ● ●

高電圧・パルスパワー工学 2 3 ○ 4 ○ ○

電気法規および電力管理 2 4 ○ ● ●

電気機器 2 2 ○ 　 4 ○ ● ●

自動制御 2 2 ○ 4 ○ ●

ディジタル制御システム 2 3 ○ 　 4 ◎

パワーエレクトロニクス 2 3 ○ 　 4 ○ ●

電気機器設計・製図 2 4 ○ 　 ● ●

電子回路Ⅰ 2 3 ○ 　 4 ○ ● ●

電子回路Ⅱ 2 3 ○ 　 4 ○ ●

ディジタル論理回路 2 3 ○ 　 4

電子物性 2 2 ○ 　 4 ○ ● ○ ●

電気電子材料学 2 3 ○ 　 4 ○ ○ ○ ●

通信方式 2 2 ○ 　 4 ○ ◎ ●

通信機器 2 3 ○ 　 4 ○ ●

電磁波工学A 2 3 ○ 4 ○ ● ●

電磁波工学B 2 3 ○ 　 4 ○ ●

光工学 2 3 ○ 　 4

通信法規 2 4 ○ 　 ●

学外実習・工場見学 1 3 ○

国際インターンシップ 1 1･2･3･4 ○

グローバルセミナーA 1 1･2･3･4 ○

グローバルセミナーB 1 1･2･3･4 ○

グローバルコミュニケーション演習A 1 1･2･3･4 ○

グローバルコミュニケーション演習B 1 1･2･3･4 ○

8 4 ○
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講
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資　　　格

3年次 4年次 電
気
主

電
気
工

卒業研究 24

計

工
学
基
礎
科
目

《電気電子工学コースのカリキュラム表》

無
線
技

専
門
科
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必
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自
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技

実
験
実
習
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（備 考） 
注１．他のコース，他学部（副専攻プログラムを含む）及び他大学（放送大学を含む）で修得

した単位は，合わせて８単位までを卒業要件の選択科目として認める。 
注２．「学外実習・工場見学」において，学外実習は５日間以上とする。また，工場見学は適

当な日を選び教員が引率する。学外実習と工場見学を併せて単位として認める。 
注３．教員免許に係る科目欄の●印は教員免許取得上の必修科目を，○印は教員免許取得上

の選択科目を表す。 
注４．資格欄の「電気主」は電気主任技術者，「電気工」は第１種及び第２種電気工事士，「無

線技」は第１級陸上無線技術士，「特無技」は第１級陸上特殊無線技士並びに第２級海

上特殊無線技士をそれぞれ表す。また，●印は各資格取得上の必修科目，○印と◎印

は各資格取得上の選択科目を表す。 
① 電気主任技術者免状取得希望者は，「電気主」欄の●印が表す必修科目を全て修得

すること。さらに，○印が表す選択科目から１科目以上修得し，◎印が表す選択科

目から２科目以上修得すること。これにより，所定の実務経験を経て認定申請をす

れば，免状を取得することができる。 
② 第１種及び第２種電気工事士免状取得希望者は，「電気工」欄の●印が表す必修科

目を全て修得し，○印が表す選択科目から１科目以上修得すること。これにより，

第２種電気工事士の筆記試験が免除され，第１種電気工事士の免状申請に必要な実

務経験期間が短縮（５年→３年）される。 
③ 第１級陸上無線技術士免許証取得希望者は，「無線技」欄の●印が表す必修科目を

全て修得すること。これにより，国家試験の一部が免除される。 
④ 第１級陸上特殊無線技士並びに第２級海上特殊無線技士の免許証取得希望者は，

「特無技」欄の●印が表す必修科目を全て修得すること。これにより，指定された

機関に自己申請すれば，免許証を取得することができる。 
 

  開  講   単   位   数   一   覧  

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

学 期 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q １Q・2Q 3Q・4Q 

必 修 １２ １１ １２ ６ ４ ５ ０ ８ 

選 択 ０ ０ ２ １２ ２０ １１ ４ ６ 

計 １２ １１ １４ １８ ２４ １６ ４ １４ 

合 計 ２３ ３２ ４０ １８ 
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